








:研究目的: 

 食生活の変化、すなわち加工型の軟かい、栄養素の濃縮された食品を摂取することが多

くなり、繊維質の豊富な原材料型の食物を食べる機会が減少するという変化が、歯と顎骨

の不調和の増大と口腔の自浄作用の低下をもたらし、歯科疾患を増加させている。したが

って、乳幼児の歯科保健においては、健全な食習慣を身につけてゆくことが基本となる。

これまでの歯ブラシによる歯の汚れの除去を主体とした安易な指導の限界を考慮し、食生

活を変えることによって積極的な咬合の育成に努めるとともに、歯科疾患の発生を予防し、

口腔の健康を保つことを目標とした、沖縄県平良市における乳幼児の総合的歯科保健計画

の中で、食生活指導の短期的成果をみることを目的とし、同時に咬合の健全な育成と歯の

健康の維持増進に対する動機づけの効果を期待して、歯肉炎の発現状態の変化について調

査を行った。 


